
 

 

 

 

 

 

武蔵村山市では、武蔵村山都市核土地区画整理事業では、今後新たに大小合わせて複数の公園等の整備

を計画しています。市の中心核に位置する面積が約 6,000 ㎡もある『（名称仮称）4号公園』について、ど

のような公園にしていくか、ワークショップ方式で計画案を検討していきます。 

令和３年１０月２日（土）に第 1回ワークショップを開催しました。小学生、市民の方、市役所の方、

大学生など、子どもから大人まで総勢３４名が参加しました。武蔵村山市の特徴を紹介し、こんな公園に

なったらいいなの話題提供の後、4つのグループに分かれて、どんな公園にしたいのか意見交換を行いま

した。初回にもかかわらず、活発なご意見をいただき、今後が期待される会となりました。 

  

〇武蔵村山市の概要  

都市整備部区画整理課長より、武蔵村山市の歴史、地名のいわれ、自然環境の特徴など、について紹介し

ました。  

武蔵村山市の北部には狭山丘陵が東西に伸びており、丘陵の峰々を指した「群山（ムレヤマ）」がなまっ

てこの地域を「村山」と呼ぶようになったという説があり、村山村、村山町と「村山」の名は長い間、住民

に親しまれてきましが、武蔵村山市の市名で呼ばれるようになったのは、昭和 45 年に市制が施行される際

に多数の住民が「武蔵村山」を希望したため、この市名がつけられました。 

また、私達の住んでいる武蔵野台地は、古くから「武蔵野」と呼ばれ、人が住み始めた時代からススキや

カヤなどの生い茂る茫漠とした原野ですが、何故か武蔵野台地からは雑木林が連想されます。その雑木林の

面影の一部が、伊奈平にある保存樹林です。この雑木林は江戸時代になって、新田開発をするとき植林した

もので、原野だったという証拠は、台地の表土の黒土はススキなどの腐植土とされているからです。 

 

〇「こんな公園があったらいいな」  

入江彰昭（東京農業大学地域環境科学部地域創成科学科）より、これまでの公園のあゆみを振り返り、現

在の公園の課題と求められる機能など、事例を交えて話題提供しました。 

今の時代の公園には、グリーンインフラ、温暖化、防災減災、環境教育，食農教育、子育て，遊育、イン

クルーシブ（ユニバーサル）、幸福、健康などの機能ニーズがあります。一方、武蔵村山市の自然や生活の

特性には、里と農の風景、屋敷林、狭山丘陵の雑木林、谷戸、遊び場、球技などがあります。 

武蔵村山市の新たな公園は、どんな公園になったらいいと思いますか？ 計画地の新たな公園について

市民の皆さまとともに考えていきます。 

  

 

 

  

第１回 公園づくりに関する市民懇談会 

ワークショップ通信 



 

〇グループワークの様子 

   

   

 

〇計画地の概要 

     

 

〇今回のふりかえりと次回に向けて  

今回は、４つのグループに分かれて、子どもから大人、お年寄りまでの多世代の皆さまと、新たな公園

に対する意見を出していただきました。次回第 2回までに参加者みなさんに現地を実際に、見学いただ

き、『武蔵村山市のみんなの公園づくり』をテーマにした公園アイデア（イラストと文）を書いてくること

にしております。次回は、各意見を発表いただき、グループごとに公園のデザインを考えていきます。 

 

 

 



 

〇グループごとのおもな意見 

 

 

 
  



 

 

 

 

 



 

 


